
福島市立矢野目小学校①

全国学力・学習状況調査の分析を保護者と共有する

資料編

全国学力・学習状況調査の分析結果を保護者にも伝え、
結果に対する学校の取組を伝える。

‐５-

・家庭学習の充実を図るために、学校と家庭で共
通理解を図っている。
・積極的に学校の取組を発信し、児童に対する人
的な教育環境を整えてく。

もどる



授業段階ごとに身に
付けさせたい力を明
記することで、教師が
意識して授業を進め
ている。

「まとめ」の後に「振
り返り」をしている。
自分が何を学んだ
のか、何を感じたの
か、今後は何をした
いのかを振り返り、
自己評価力を高め
ている。

「授業スタンダード」を児童の実態に合わせて自校化

資料編

‐６-

福島市立矢野目小学校②

もどる



福島市立矢野目小学校③

学力向上サイクルを支える授業周辺の取組

算数に興味のある児童の
力を高めるために、学年の
枠を超えた特設部を設立
した。放課後に月2回程度
算数部を中心に指導して
いる。

算数オリンピックで出題され
る問題を解きながら、「うつく
しい算数」に触れる機会をつ
くる。

資料編

学力向上グランドデザイン

‐７-もどる



伊達市立保原小学校資料編

授業と家庭学習の連続性を重視した単元構想

学びの連続性のイメージ図

学級掲示用（話し方・聞き方）

＜５学年国語科「物語の良さを紹介しよう」＞

全職員が、授業と家庭学習の
連続性を意識した単元を構想
している。

‐８-もどる



平田村立小平小学校①資料編

‐９-

学力向上グランドデザイン

もどる
【表現活動の充実】



平田村立小平小学校②資料編

‐１０-
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矢祭町立矢祭小学校

⑧適切な評価による学習展開の工夫

ゆめにむかって、学び続ける子ども

平成３１年度　学力向上グランドデザイン

教
育
目
標

Ｄ　計画に基づく指導の実践と修

正

　　各教科等における指導の実践
　　ショートスパンでの評価と修正
　　多様な研修の工夫と指導力向上
　　保護者・地域との連携

Ａ　課題の明確化と改善

　　陥没点の補充指導の実施
　　教師の指導の癖の改善
　　次年度の教育計画の改善
　　年間指導計画等への反映

ＰＤＣＡサイクルを生かした授業の改善

学力向上にかかわる学校経営方針
①　基礎的・基本的な学力の定着と活用力の向上を図ります。
②　子どもの学習意欲を育て、主体的に学ぶための学習環境を整えます。
③　体験的・探究的な学習を充実し、主体的・対話的で深い学びを実現します。

児童の実態

①まとめと整合性のある学習課題の設定

②明確な見通しを持たせる場の工夫

③自力解決の場を設定と実態の把握

④考えを交流する場の位置づけ

⑤話し合いのコーディネートの充実

⑥構造的で明確な板書の工夫

⑦児童の思考を活性化する明確な発問

・読書習慣が二極化している。

Ｈ３０年度　標準学力調査の結果

めざす児童像

⑩ １問以上の習熟の時間の位置づけ

矢祭小学校の授業スタンダード

Ｐ　課題改善のための計画の構想

　　指導計画、指導方法、板書計画、
    評価方法の立案

Ｃ　結果分析による実態把握

　　各種テスト、学力調査の分析

　　誤答分析による児童の実態把握

　　教師の指導の癖の把握

　　学校評価による成果と課題の明確化

⑨ 学習課題と整合性のあるまとめ

・学力及び学習意欲が個人差が大きい。

・発言や発表に積極性が育ってきた。

・言語で表現する力が育ってきた。

生徒指導の機能を生かした授業

①一人一人の学びを生かす

②自己決定による自力解決の場
③分かった・できたことの実感

④評価と個々への補充・発展学習

ねらいを明確にする

まとめと整合性のある課題の板書、単元計

画から課題確認、資料や発問で意欲や解決

の見通しをもたせる。

自力で解決する場を確保する

机間指導で個人思考の状況をとらえ、必要

な指導・支援をする。集団思考の場でどの

ように取り上げるか構想を練る。

話し合い・表現の場を確保す

個々の考えの取り上げ方を工夫する。話し

合いをコーディネートし、本時のまとめへ

と練り上げる。思考過程を可視化する。

ねらいにそってまとめる

個々のまとめを発表させ、学びの共有化を

図る。達成状況を評価し、補充・発展学習

や家庭学習につなげる。

次時につなげる

「分からないことに気づく」「新たに追究

したいことが見つかる」ように働きかける。

教材との出会い

学習課題の把握

追究・解決

まとめ・振り返り

新たな学び

【単元テストの目標値】

○国語科・算数科

○理 科・社会科

【標準学力調査】

【県学力調査】

【全国学力・学習状況調査】

授 業 の 質 的 改 善

授業改善アクションプラン10

授業周辺における手立て

家庭学習の充実

◇ 家庭学習の習慣化

・（学年＋１）×１０分

・自主学習の習慣化

◇ 家庭学習の仕方の習得

・自主学習コンテスト

・学校の学習とのリンク

読書活動の充実

◇ 読書習慣の形成

・読書タイム(12:55～13:05)

・読み聞かせ

◇ 家読・ノーメディアの実践

・毎週水曜日の家読・ノーメディア

学力向上タイムでの積み上げ

◇ 学力向上タイムの継続的な実施
（火曜・木曜12:55～13:05）10分間
・国語・算数の学習内容の習熟
※繰り返しドリル学習・プリント学習
※定着確認シート・活用力育成シート

改善・向上・評価のための数値目標

学力向上

実

態
の

分

析
・

把

握

目
標

の

設
定

実

践
・

授

業
改

善

授

業
外

で

の
実

践

矢祭町立矢祭小学校①資料編

資料③

学力向上グランドデザイン

‐１１-

資料②

もどる



矢祭町立矢祭小学校②資料編

‐１２-

授業改善チェックシート

もどる



矢祭町立矢祭小学校③資料編
学
力
向
上
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

‐１３-もどる



湯川村立勝常小学校資料編

‐１４-

学力向上グランドデザイン

もどる



南会津町立南郷小学校資料編

学
力
向
上
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

‐１５-もどる



南相馬市立大甕小学校資料編

‐１６-もどる



いわき市立平第一小学校資料編

‐１７-もどる


